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  鑑賞活動のあり方を下記のようにとらえ実践を進め、愛知県美術館の見学に至るまでに

様々な活動を行ってきた。  
 

鑑賞活動は、それぞれの自然物や造形物の美しさを直接感じ取り、味わうことにより、

子どもたち一人一人の素直な見方や感じ方を育てていく活動である。その活動では、子

どもたち同志が、あるいは、作者と子どもとが、創造の世界の中で対話をしたり、喜び

を感じ合ったり、問いかけをし合ったりすることができる。そして、子どもたちは、他

者との感じ方や表現の違いに気づいたり、ものの本質や美しさに感動したりするように

なっていく。このような意味で、学習指導要領には、鑑賞活動について表現活動との関

連を図ることが示されている一方、実態に応じて、指導の効果を高めるため必要がある

場合には、独立して行うようにすることが示されている。しかし、従来の授業において

は、美術史的な知識や、表現技法や制作のヒントを得るために行う、作品主導型の鑑賞

活動が多く行われてきた。  
そこで、まずは鑑賞の対象を、世界的な評価を受けた芸術作品や伝統的なものだけで

なく、生活を取り巻くすべてのものへと幅を広げるとともに鑑賞活動の意義を満たすた

めに以下のような場や方法を考えた。  
 
(ア ) 鑑賞活動の対象  
○ 世界の美術作品…絵画・デザイン・彫刻・工

芸・建築など  
○ 子どもの作品…自分や友だち・世界の子ども

たちの作品  
○ メディアに関わる作品…映像・写真・絵本・

漫画・CG など  
○ 生活や遊びに関わるもの…建造物・日用生 活

品・衣服・民具・玩具など  
○ 行事や祭りに関わるもの…祭りの人形やお面・衣装・正月や節句の飾りなど  
○ 自然的なもの…草花・木・石などの自然物、昆虫や鳥などの生き物、自然現象など  
 
(ィ ) 鑑賞活動の場  
○ 美術館・博物館等の施設…本物の作品に出合

える場  
○ 校内環境…教室内や校舎内の掲示板など  
○ メディア…図書・テレビ・ビデオ・インター

ネットなど  
○ 修学旅行や校外学習…建造物、自然物など  
○ 地域…建造物、自然物、日用生活品など  

 
(ウ ) 鑑賞活動の種類と方法  
○ 体験的鑑賞…今回の実践で、特に重視してきた鑑賞方法である。自らの体験を通し

て行う鑑賞で、次のような方法を考えた。  
  ・  ワークシートなどを活用しながら、様々な画家の作品を学年に応じた方法で活用
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し、自分なりの課題を追求する方法  
・ アートゲームの工夫により、子どもたちが、主体的に楽しく鑑賞する方法  
・ 作風や作者の筆づかい等を模倣しながら鑑賞する方法  
・ 実際に作品にふれるなど、五感を働かせながら鑑賞する方法  
・ 校外学習を利用して美術館を見学し、実際に本物の作品を鑑賞する方法  
美術館を見学するときには、学芸員の方と連携を図り、見学の際の計画を練ることに

した。美術館では、本物の作品に出合えることは勿論、学芸員の方による充実した内容

のワークシート等が用意されており、子どもたちにあった鑑賞の視点が示されている。

また、子どもたちの意欲を喚起させるようなワークショップやギャラリートークといっ

た催しがなされており、授業では、味わえないような貴重な体験をすることができる。

また、作者を招いて制作の様子を見せていただいたり、作品によせるおもいを聞いたり

する機会をもちたいと考えた。  
 その他にも以下のような鑑賞の種類もあるが、必要に応じて活動の中に取り入れてい

きたいと考えた。  
○ 単独鑑賞と比較鑑賞…ひとつの作品を単独で、または、二つ以上の作品と比較して

みる鑑賞方法。例としては、同じ作者の同じタイトルの作品を見比べたり、違う作者

の同じモティーフの作品を見比べたりする。（愛知県美術館所蔵 「人生は戦いなり」

クリムト の作品を使った実践は、単独鑑賞）  
○ 部分的鑑賞と総合的鑑賞…描かれたものの一部を取り出して考えたり、全体の作品

の大きさを感じ取ったりしながらみる方法。  


